
















パーキンソン病患者の清盛モデル動物

に慢性投与すると胎質過酸化憂促進させ

ます｡

この様な実験的研究に加えて､臨床的

にもLJ- ドパの投与量を減量するとー以/
後のウエアリング ･オフやジスキネジア

等の副作用の出現が少なくなります｡

パーキンソン病患者の治療で最も有効

なL-ドパには神産毒制の疑いがつきま

とっています｡

効かなくなるのは､多量に長期に使用

するとそれに正比例して受容体が減少す

るからだと言われています｡.

私は病歴2年でL- ドパは2錠投与さ

れていますが､64才で遇に数日勤者して

いますので､勤務する日は2錠､勤務 し

ない日は1.5錠と少なめに服用していま

す｡今後とも7-8割の程度で我慢して

少量服用を実行 したいと慮っていますO

パ-キンソン病患者の原因の一端が判

明した事について､今までは原因はフリ

ーラジカル説や､MPTPの様未知なる

毒説が､実敦的にも実証されていて主淀

でしたが､今回は遺伝子の関与も含めて

今までとはまったぐ逢った原因が判明事

が明らかな若年性患者の原因遺伝子が酸

素タンパク ｢パーキン｣を発生させ､脳

の不要タ▲ンバクに ｢エビキツケン｣を付

けます｡

するとエビキツケンが付いたタンパク

は分解酵素が分解除去します (若年の患

者は不要なタンパクの内､特に ｢パエル

受容体｣が多く通常の10-30倍多くなっ

ているそうです｡

患者に特有のレビー小体もパーキンが

分解除去に関与する事も判明しました｡

この事が通常の患者の今後の治療に大

変役立っ事になります｡

これからは多分通常のパーキンソン病

患者ついて､パーキンと同じ働きをする

因遺伝子や静索をさがすと思います｡

発見されればバイオ技術により遺伝子

治療が持てます｡なければ､パーキンを

元として改良菱餅して合成する事になり

ますが治験等もあり､3年-5年程度開

発にかかるそうですO

尚､薬について日頃患っている事を記

します｡L-ドパについて､血液中で ドー

パミンに変化します｡.そして脳内で変化

したものだけ薬効があります｡副腎でも

ドーパミン紘製造しているのでこの分と

L-ドパ剤が脳の開門を通過する様に工

夫がなんとか出来ないかと思っています｡

以下就面の都合で部愛させて頂きます｡
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!て-キンソン病と青葉の二人三脚

10月13日､14日､私達パーキンソン病

友の会茨城県支部は､久慈郡大子温泉に

向かって､第16回患者 ｡家族交流会に参

加すべく､おもいおもいの場所から出発

しました｡私は以前筑波万博に行った際

どこの会場も満員であきらめて､茨城舘

に入りました｡

その中で久慈郡の自然の美 しきに茨城

県でも､こんな美しい所があるのかと感

激し､磯会があったら是非行きたいと思

っていた薪でしたので､神仏のおはから

いと感謝 しております｡会費も安 く私達

年金生活者には本当に有難い事です｡

同病相あわれむと申しますか､皆さん

とても仲よく､ご夫婦で来られた方々は

かゆい所に手が届くように優 しく介護さ

れ､私達の方が心が洗われる思いで した｡

守谷からお見えの北原さんー響さん､

今度リサイタルを開かれるそうで､おめ

でとうございます｡

日本の音楽界はいろいろと肇 しい問題

があるそうですがー発病を抱えていなが

らひたすら御精進の魔物と思われます｡

私も､北原さんとは別の音楽の道を歩ん

で45年になりますが､パーキンソン病に

なってからは､手のふるえが観客からよ

く見えるとの事で､出演出来なくなり､

鳴かず飛ばず5年を経た時に､NHKか

らの高齢者の合唱団の募集を聞き夢中で

入団しました｡

第1回の発表は､ベー トーヴェンの丁
第九｣で､会場は東京初台にあるオペラ
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美野里町 菊池 節子

私は前の合唱団を追われてから､すっ

かり自信をなくし､又､クビになるのか

と患っていましたら､ ｢気を菜にして歌っ

て下きい｣と責任者の先生がおっしゃて

下さいました｡やっとはっとして歌う事

が出来ました｡

第1回の公演は予想外に大盛況でした

ので､次にウィーン公演が待っておりま

した｡ しかも楽友協会のホールで演奏す

る事になりました｡何だか夢のようで健

康な時には考えられないようなお手配を

頂きました｡

その時､私は金欠でしたが､簡易保険

が､来年満期になりますので､それを担

保にして､妹から借金して参加 しました｡

ウィーンの人達は大変暖く迎えて下さ

り､お陰壕で私達もリラックスして歌う

事が出来ました｡

癖国して間もなく､医師から ｢パーキ

ンソン病友の会｣がある事を知らされ始

めて､清水支部長さんご夫婦にお会いす

る事が出来ました｡

パーキンソン病はうつ病になりかちで

が､こんな楽しい礁行が出来た事は､支

部長さんご夫妻､役員の方々の素晴らし

い御仁徳に帰依する所と思われます｡

私の体は進行性ですが出来る限りお役

に立たせて頂きたいと患います｡

今後共､宜しくお敬い申し上げます｡
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